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〔揚げおむすび〕  材料 (2人分)
牛ひき内            100g
玉不ギ           1/ン コ

人参             3 cm
ごはん          2カ ップ

グリンピース         少々

その他

油・塩・こしょう・ケチャップ・粉

チーズ・小麦粉・卵・ハン粉・レモン

・パセリ

‐‐` 燿‐t

●   ●

●   ●

作

り

方

①
　
玉
ネ
ギ

。
人
参
は
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

②
　
油
大
さ
じ
２
杯
を
熱
し
①
を

炒
め
る
。
ひ
き
肉
を
入
れ
て
、

色
が
変
わ
る
ま
で
炒
め
、
ご
飯

を
加
え
更
に
炒
め
る
。

③
　
②
に
塩

。
こ
し
ょ
う

・
ヶ
チ

ヤ
ツ
プ

・
粉
チ
ー
ズ

・
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ

合
わ
せ
味
を

つ
け
る
。

④
　
よ
く
冷
め
て
か
ら
、
お
に
ぎ

り
の
形
に
整
え
、
小
麦
粉

。
と

ぎ
卵

・
パ
ン
粉
の
順
に
つ
け
て

色
よ
く
揚
げ
る
。

※
　
小
さ
く
作

っ
て
、
子
供
の
誕

生
会
等
に
ど
う
ぞ
。

搬″轟モ

講  評

子供さんの喜ぶお米料理です。バランスも取れ

ています。お弁当などにも利用できそうですね。

編

集

後

記

先
日
、
高
森
小
学
校
ガ
ら
突
然

の
電
話
が
あ
り

「保
護
者
の
方
が

ら
バ
ナ
ナ
を
頂
き
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
さ
っ
そ
＜
出
掛
け
て
見
る

と
、
直
径
八
考
、
長
さ

一
暦
五
十

考
＜
ら
い
の
幹
に
黄
色
い
バ
ナ
ナ

の
房
が
ビ
ッ
シ
リ
。
高
森

・
上
町

の
三
井
相
巳
さ
ん
が
＼
市
場
で
見

ガ
け
て
＼
『め
ず
ら
し
い
』
と
思
わ

れ
学
校
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

バ
ナ
ナ
は

一
つ
の
房
に
約
二
十
本

な
っ
て
お
り
、
八
段
あ
る
の
で
全

部
で
約
百
六
十
本
。学
校
で
は
＼
「綸

食
の
時
に
全
校
児
童
に
分
け
て
食

べ
さ
せ
ま
す
」
と
、
思
わ
ぬ
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
喜
ん
で
い
讀
し
た
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

つ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
試
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

_毬醸麟

撥躍
`‐

‐‐‐‐蠣臨.

▲高森寮福祉まつり
(6ページに関連記事掲載 )

人□の動き
(10月 4日現在)

世帯数 2,531( 3)
男  3,9`8(-2)
女  4,265( 6)
総 数 8,183( 4)

(1)

おめで

く一般寄付〉社会福祉法人『高森寮』、

塚本文喜 (エアーマット・散髪用肩掛、
エプロン)

=月置ミ の 灯

/津留 元親 高森 ・津 留
押`川 幸子 宮  崎  市
/相馬 俊樹 高 森 ・ 冬野
井`上 美代 矢津田・高尾野

竃彗じ%げます(敬称略)

壼像 ら皐ちゃん 敬一郎
(高 森)8・ 27生 直 美
面甘 あ患ちゃん  太
(津 留)8・ 19生  英 代

(敬称略 )

20

20

さ

　

　

さ

ん

　

　

ん

長
　
　
長

の

　

　

の

男

　
　

男

たしざレ ま (敬称略)が と

蔵 原幸子 藤後藤春子
岩 ヲ下水福昌 7●実、 下健治

田富雄本

礼〉児玉光則

〈1993.9月 受付分)

さんの長女

さんの二女

さんの二女

赤 ち やん

だんじよう

立山未来乃ちゃん

(高 森)8・ 31生
平田 靖明ちゃん
(高 森)9・ 12生

本国 惇志ちゃん
(高 森)9・ 21生

すえなが<
おしあわせに

(住所)
色 見

幸

よ

春

子

郎

鶴

ち

　

　

　

一

輝

み

光

玲

信

千

原
森
森
森
森
見
部

河
高
高
高
高
色
草

(遺族 )

村上  繁
後藤 春子
蔵原 幸子
中嶋 トミ子
藤井 案喜
岩下  操
岩下ヲチカ

本田 富雄

(死亡者)(年齢 )
村上ケサミ 60
後藤  固 74
蔵原ハギエ 88
中鳴  敏 62
丸野ナツエ 79
岩下 智治 79
岩下 則行 91
本田スミカ 94

(12)

思わぬプレゼントに喜びの児童
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ら せ

口
:  』

文化の薫り高い町づ<り |こ

41億1145万2375

雨
が
降
り
続
い
た
後
の
玄
関
先

で
、
何
と
な
く
水
の
腐

っ
た
よ
う

な
に
お
い
の
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
原
因
は
雨
傘
で
、
手
入
れ
が

悪
い
た
め
に
に
お
う
の
で
す
。
雨

傘
を
使

っ
た
ら
、
必
ず
水
を
切
り
、

乾
い
た
タ
オ
ル
で
柄
を
ふ
い
て
お

き
、
晴
れ
た
日
に
玄
関
先
な
ど
に

広
げ
て
干
す
こ
と
を
習
慣
に
し
ま

しヽ
よ
う
ｃ

雨
傘
に
は
、
雨
水
に
溶
け
込
ん

だ
汚
れ
が

つ
き
ま
す
の
で
、
と
き

ど
き
洗
濯
用
ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ

を
使

っ
て
、
水
で
汚
れ
を
洗
い
流

し
て
下
さ

い
。
洗
う
と
き
は
、
柄

を
上
に
し
て
裏
側
か
ら
洗
い
ま
す
。

両
面
を
洗

っ
た
ら
水
で
す
す
ぎ
、

傘
の
水
を
切

っ
て
風
通
し
の
よ
い

場
所
で
広
げ
て
乾
か
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
三
か
月
に

一
度
く
ら

い
は
、
市
販
の
洗
濯
用
の
洗
剤
を

使

っ
て
洗
い
ま
し
よ
う
。
水
洗
い

狭
い
部
分
は
、
歯
ブ
ラ
シ
に
洗
剤

を
つ
け
て
。
汚
れ
の
ひ
ど
い
と
こ

ろ
は
、
住
宅
洗
剤
を
使
い
ま
す
。

裏
側
の
次
に
表
側
を
洗
い
、
汚
れ

が
落
ち
た
ら
全
体
に
水
を
か
け
て

洗
剤
を
洗
い
流
し
ま
す
。

雨
傘
は
、
使

っ
て
い
る
う
ら
に

く
吹
き

つ
け
、
し
ば
ら
く
乾
か
す

と
で
き
あ
が
り
ま
す
。

折
り
た
た
み
式
の
雨
傘
は
、
よ

く
乾
か
し
て
か
ら
た
た
ま
な
い
と
、

骨
が
さ
び
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

開
閉
し
に
く
く
な

っ
た
ら
、
ミ
シ

ン
油
を
ス
ラ
イ
ド
す
る
部
分
に
塗

っ
て
お
き
ま
す
。
普
通
の
雨
傘
と

同
じ
よ
う
に
、
と
き
ど
き
開
い
て

水
洗
い
を
し
た
り
洗
剤
で
洗

っ
た

り
し
ま
し
よ
う
。

「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き

て
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

特
に

「暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を

テ
ー

マ
に
、
各
種
の
行
事
を
全
国

的
に
幅
広
く
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
の
期
間
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や

主
婦
、
児
童

。
生
徒
な
ど
を
対
象

と
し
た

「租
税
教
室
」
、
生
活
の
ま

わ
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
税
の
問
題
を

題
材
に
し
た
講
演
会
、
デ
パ
ー
ト

や
繁
華
街
で
の
税
に
関
す
る
資
料

展
示
な
ど
多
数
企
画
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
税
務
署
な
ど

へ
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

色
　
見

・
西
　
丁

九
月
定
例
議
会
で
平
成
四
年
度

の

一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
四
十
二
億
三
千

百
万
円
の
収
入
に
対
し
、
四
十

一

億

一
千
万
円
の
支
出
で
し
た
。
町

で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
町
税
や

国
か
ら
く
る
地
方
交
付
税
な
ど
を

財
源
に
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
決
算
の
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

円   %ブ
ラ
シ
や
ス
ポ

ン
ジ

で
水
洗

い

と
同
じ
要
領
で
柄
を
上
に
し
て
傘

を
広
げ
、
裏
側
か
ら
洗
濯
用
の
ブ

ラ
シ
か
ス
ポ
ン
ジ
に
洗
剤
を
つ
け

て
洗
い
ま
す
。傘
を
回
し
な
が
ら
、

中
心
の
部
分
か
ら
端
に
向
け
て
こ

す
り
ま
す
。

洗
い
に
く
い
骨
の
間
の
三
角
の

防
水
効
果
が
だ
ん
だ
ん
弱
ま

っ
て

き
ま
す
。
洗
剤
で
洗

っ
た
後
は
、

骨
や
柄
を
よ
く
ふ
い
て
広
げ
て
乾

か
し
、
防
水
ス
プ
レ
ー
で
防
水
剤

を
吹
き

つ
け
て
お
き
ま
し
よ
う
。

傘
か
ら
二
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
離
し
、

傘
を
回
し
な
が
ら
全
体
に
む
ら
な

住

士
口

勝

子

さ
ん
ｍ

●   ●

●   ●

圏文ヨ平成3年度

||1平 成 4年度
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凛
想
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一世帯当たりの納税額 (2.528世帯)

☆ 仕事は楽しいですか
畜産のことは何もわかりませんでした

が、少しずつ仕事にも慣れてきました。

市の時は、約1,000頭の牛が出るので、失

敗の無いように心がけています。

☆今、いちばんや りたいことは

北海道に旅行へ行ってみたい。

☆どんな町 |こなつてほしいですか

とっても自然がすばらしい町だと思い

ますので、このまま自然を残してほしい。

(11)

たばこ税
33,239、 040円

(6.9%)

軽自動車税
9,963.600円

(2.1%)
入湯税
465,350円

(0.1%)

―

、

ヽ

|‖」  上(
225,243,146PI

(46.9%)固定資産税
211,071,75411]

(44.0%)

(2)

雨
傘
の
手
入
れ

歳出 4,110,452,975円

税  収  の

費

０７

〈
バ

５５

議

９０
22

2総 務 費

994,973.064
24 2

3.民 生 費
403.135,840

98

50

5 農林水産業費
797.540,070

6商 工 費

63.055,997
15

7_L木 費

433,651.687
106

防

２１
3()

9 教 f, マY
318,291,157

77

10 災害復 1日費
186.532.530

45

11公 債 費
496.295.784

12 1

440.642 ||

435.793千円

424,982千円

478.413千円

479.983I14

I11

112

過去 5年税収推移

億円   1

税
円
民
０９

町
８

固定資産税
83,493円

（ヽ
「」　̈
飩
古

″
戦
ン

軽自動車税
3,941円

た ば こ 税
13,148円

ダグ
ｈ
／

ζ
ｒ

ｌ

　

”
ヽ
‘

ヽ

９

億

8   7  6   5   4   3   2   1
(款 )Ja= i -)v

■勤務先

■趣 味
■血液型

南阿蘇畜産農業協同組合

読書

元気のいい0型

税収総額

479,982,890円

日

前

後

午

午
は

ら

で

療

か

ま

診

時

時

１１
月
１４
日
　
中
　
村
　
医
　
院

圏
⑦
２
３
３
３

１１
月
２１
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

■
月
２３
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

審
②
３
３
５
１

１１
月
２８
日
　
渡

辺

内

科

医
院

密
⑦
ｌ
７
７
７

１２
月
５
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

蓉
⑦
０
０
１
９

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

る

ヽ
■ヽ
一一一．．、、． 4衛 生 費

204.800,166

r一 一 一

習
‐

単位



お 知 ら せ

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
Ｈ
月
２４
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１１
月
２０
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

母
子
相
談
員
に
よ
る
母
子
家
庭

巡
回
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
Ｈ
月
２５
日

（木
）
午

前
９
時
３０
分
か
ら
１２
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
町
民
相
談
室

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

（熊

本
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
現
在
失
業
中
の
方

（雇
用

保
険
受
給
資
格
者
等
）
で
、
再
就

職
に
向
け
て
新
し
い
技
能
を
身
に

つ
け
て
生
活
の
安
定
を
図
ろ
う
と

す
る
人
た
ち
の
た
め
に
、
平
成
６

年
１
月
入
所
の
訓
練
生
を
次
の
要

領
で
募
集
し
ま
す
。
訓
練
期
間
は

６
カ
月
間
で
す
。

■
募
集
科
目
及
び
定
員

●
建
築
設
備
科
　
　
　
　
１５
人

●
電
気
設
備
科
　
　
　
　
１０
人

●
建
築
美
装
科
　
　
　
　
１５
人

●
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
１５
人

●
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
科
　
　
１５
人

（女
性

コ
ー
ス
）

●
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
　
　
１０
人

（女
性

コ
ー
ス
）

●
製
図
イ
ン
テ
リ
ア
科
　
１５
人

（女
性

コ
ー
ス
）

■
募
集
期
間
／
１０
月
２５
日

（月
）

か
ら
１１
月
３０
日

（火
）

■
応
募
方
法
／
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）

ヘ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
／
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
等
の
離
職
者
で
あ
る
こ
と
。

■
特
　
　
典

①
受
講
料

・
入
学
金
は
不
用
で
す

②
修
了
者
は
、
各
種
の
資
格
等
が

取
得
で
き
ま
す
。

③
訓
練
修
了
時
に
当
セ
ン
タ
ー
及

び

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
就
職
の
あ

っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
、
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
熊
本

（
密
０
９
６

・
２

４
２

・
０
３
９
１
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０
月
３
日
か
ら
、
熊
本
県
最
低

賃
金
が
改
定
に
な
り
ま
し
た
。

■
金
　
額

☆
日
　
額
　
　
四
、
三
二

一
円

☆
時
間
額
　
　
　
　
五
二
八
円

熊
本
県
最
低
賃
金
は
、
産
業
別

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な
い
す
ベ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
熊
本
労
働
基

準
局
賃
金
課

（
８
０
９
６

・
３
５

５

。
３
１
８
７
）
ま
た
は
阿
蘇
労

働
基
準
監
督
署

（
８
０
９
６
７

・

２
２

・
０
６
２
８
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
　
　
　
ｏ

「税
を
知
る
週
間
」

十

一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
は

「税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

が
活
用
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
あ
り
、
私
た
ち
に
と

つ
て
、
共

同
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
い
わ

ば
会
費
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

一税
を
知
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持

っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み

や
使
わ
れ
方
な
ど
を
、
広
く
国
民

の
皆
さ
ん
方
に
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

今
年
の

「税
を
知
る
週
間
」
は

平成四年度決算

●一 般 会 計

%

●

●

●

草部に完成した食品加工場

特  別 △
Z=

■国民健康保険

収入 ………………………7億 9,190万円
支出 ……………………… 7億 2,158万円
■簡易水道

収入 ……………………… 2億 7,732万円
支出 ……………………… 2億4,221万円
■住宅新築資金等貸付金

収入 …………………………・・…・411万円

支出・…………………………… 216万円

■老人保健

収入 …………………・―・8億1,671万円
支出 ……………………… 8億 0,360万円
■誘致工業用地取得及び用地造成事業

収入 ………………………・2億 2,531万円
支出 ……………………・2億 1,739万円
■鉄道経営対策事業基金

収入 …………………………… 2,824万円

支出・……………………・……2,824万円

■農業用水供給事業

収入 …………………………・9,362万円

支出 …………………………… 9,270万円

人  件
893.040千
21.7

F[I

＼ヽ 1`4
扶助費
109,876」「‐Pl
27%

立金 8.5%
維持補修費 20%
繰出金 3.2%
投資・出資金・貸付金 11%

災害復旧費
186.533千 円
4.5%

年
　
　
金

法
　
律

（無
料
）

母

子

家

庭

歳入 4,231,032,211円

1田I  税
479、 982.890

2 地方譲ιj税

86.501.00()

0:,
3 和l ritl交 付金
13、 191.000

08
34.494 00()

11動 111lf又 得
税交fl金

50 0
5 地方交付税
2,115,100.000

12
6.分 担i金及び
負担金
51.215,167

使用料及び
手数料
51.649.145

56
8.国 庫支出金
236、 120、 120

9県 支 出 金
408.788、 134

10財 産 収 入
79,195.605

00
11.寄 付 金

40.000

02
12繰 入 金
9,602、 150

57
13繰 越 金
242.310.639

10
14 f者  1又  人
40.598.446

88
15 口丁   債
373,500.000

02
16 ゴルフ場利
用税交付金

00
特別地方消
費税交付金

0()
交通安全対
特別交付金
1.625.000

・策

(款 )

単位
ヽ05    1   2   3   4   5   6   7

技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

訓

練

生

本
発
妥
Ｘ

曽
Л

ｒ
ヽ

ｒ
『

●】ロ

・ 】r く
′
『

11  月
月 逆まつげ

火 ドライアイ症候群

水 インフルエンザ

木 妊娠中のお 国の手入れ

金 膝のじん帯損傷

土十日 7 lv3-)vtbl-v\*

●朝 9:00～翌朝 9:00ま で同じ内
容のテープが聞けます。 (3分間)

●テープ内容は月曜～土曜まで 日替

わりで、日曜・祝日は前 日と同じ

テープです。

●今後お聞きになりたいテーマのご

要望は、熊本県保険医協会へお電

話下さい。

熊本県保険医協会

最

低

賃

金
,キ通建設 `li業 賀
l,131,438T‐ 円
27.6%

公 1責  費
496.J6T‐円

lゼ 1%

総経費
4,110,452,975

円

610、 568千 円

11,445,618r

土   地

58,8991n2

建  物

114,415r

立   本

車  両 基  金

予嚢

818,080千 円

有価証券・出資金

144,392千 円

11/15日
(月 )11/25日 (木 )12/6日 (月 )時間 9時～15時

(3)

＼,.::1眈躙塚

.=`|・

吻塚
円

匡鉤

20台

畿1場|の1支払日



四
十
歳
以
上
で
は
十
人
に

一
人
が
該
ユ

三
大

成

人
病

と

い
え

ば

、

が

ん
、

心
臓
病

、

脳
卒

中

。

こ

の
う

ち

心
臓

病

と

脳
卒

中

で
亡
く

な

っ
た

方

は
、

約

二
十

八

万
七
千

人

で
す

（平

成

二

年
）
。
心
臓
病

や

脳
卒

中

は
、
動

脈
硬

化

や
高

血

圧
な

ど

が

引

き

金

と
な

っ

国
で
は
三
年
に
一
度
、
糖
尿
病
の

患
者
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ち

ば
ん
新
し
い
平
成
二
年
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
入
院
と
外
来
の
患
者
を

合
わ
せ
る
と
、
日
本
に
は
約
五
十
万

人
の
糖
尿
病
患
者

（推
計
）
が
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

初
期
に
は
自
党
症
状
が
現
れ
な
い

て
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
引
き
金
を
引

く
も
と
と
な
る
病
気
が
、
糖
尿
病
で

あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

た
れ
以
外
に
、
糖
尿
病
性
脳
膜
症

や
腎
臓
疾
患
、
神
経
障
害
な
ど
の
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

一
方
、
患
者
調
査
と
は
別
に
、
疫

学
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
あ
る
病
気
が
国
内
で
ど
れ
く
ら

い
ま
ん
延
し
て
い
る
か
を
、
調
査
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
全

国
で
約
五
百
七
十
万
人
が
糖
尿
病
に

該
当
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
患

■
■
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
■
■

一健
康
の

″〓理
信
号
″
―

生
活
一一習
一償
の
一見
一直
し
を

糖
尿
病
を
、
単
に
尿
に
糖
が
出
る
だ
け
の
病
気
と
思
っ
て
い
る
方
が
少
な
＜
な
い
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
病
気
は
ほ
う
っ
て
お
＜
と
、
失
明
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
原
因
に
な
り
讀
す
。
つ
讀
り
糖
尿
病
の
発
症
は
、
健
康
の

〃黄
信
号
″
な
の
で
す
。

こ
の
病
気
は
完
治
は
じ
萩
せ
ん
が
、
医
師
の
指
示
に
従
い
食
事
や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け
て
さ
え
い
れ

ば
、
普
通
の
人
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
糖
尿
病
の
恐
ろ
し
さ
と
原
因
、

さ
ら
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
み
て
み
讀
し
よ
う
。

瘍 輻 瘍 瘍 屹 瘍 瘍 輻
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
す

す

。

つ
ま

り

、
糖

尿
病

は
さ

ま
ざ

ま

な
病
気

を
併

発
す

る
原

因
な

の
で
す

。

者
調
査
と
疫
学
調
査
の
差
は
四
百
三

十
万
人
―

‐な
ぜ
、
こ
ん
な
に
開
き

が
あ
る
の
で
し
よ
う
か
。

こ
れ
は
、
自
分
が
糖
尿
病
と
認
識

し
て
い
な
い
人
が
多
い
か
ら
で
す
。

糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
現

れ
な
い
た
め
、
糖
尿
病
に
か
か
つ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
人
が
多
い

の
で
す
。
四
十
歳
以
上
で
は
、
十
人

に
一
人
が
糖
尿
病
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
患
者

は

な
ぜ
増

え
た

の
か

糖
尿
病
患
者
が
増
え
た
原
因
は
、

今
日
の
豊
か
過
ぎ
る
食
生
活
と
運
動

不
足
に
あ
り
ま
す
。
日
本
の
自
動
車

の
普
及
率
や
日
本
人
の
脂
肪
・
砂
糖

の
摂
取
量
の
伸
び
と
、
糖
尿
病
患
者

の
増
加
は
比
例
し
て
い
ま
す
。

交
通
機
関
の
発
達
で
、
わ
た
し
た

知

っ
て
い
ま
す
か

糖
尿
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

食

べ
物
は
体
内

に
入
る
と
、
糖
質

は
分
解
さ
れ
ブ
ド
ウ
糖

に
な
り
、
腸

か
ら
吸
収
さ
れ

て
血
液

の
中
に
入
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
細
胞
に
取
り
込
ま

れ

て
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
で
す
。

こ
の
と
き
、
す

い
臓
は
そ

の
ブ
ド
ウ

糖

の
量
に
見
合

つ
た
イ

ン
ス
リ

ン
を

年

一
回
の

成
人
病
検
診
を
忘
れ
ず
に

四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
糖
尿
病
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
年

に
一
度
の
成
人
病
検
診
を
行
い
、
体

の
チ
ェ
ツ
ク
を
し
ま
し
よ
う
。
も
し

糖
尿
病
と
分
か
っ
て
も
慌
て
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
の
指
示
に
従

い
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物

療
法
に
努
め
れ
ば
、
普
通
の
人
と
変

風
の
便
り
　
今
で
ん
ゾ

ッ
と
す
る
メ
コ
ン

今
更
　
何
の
ポ
ス
ト
の
欲
し
か
ろ
う

叱
ら
れ
て
　
塾
に
行
く
の
は
親
の
為

風
の
便
り
　
再
婚
さ
す
と
腹
ン
立
つ

叱
ら
れ
て
　
薄
々
知

っ
た
生
み
の
親

叱
ら
れ
て
　
夕
焼
け
雲
に
涙
ぐ
み

お
触
る
な
　
隠
し
カ
メ
ラ
の
思
う
壷

風
の
便
り
　
直
ぐ
釣
り
狂
が
飛
ん
で
来
る

叱
ら
れ
て
　
下
げ
た
馬
穴
の
重
か
っ
た

今
更
　
弊
衣
破
帽
じ
ゃ
戻
ら
れ
ん

宙
返
り
上
手
と
下
手
の
落
葉
か
な

火
の
山
に
月
の
割
り
込
む
良
夜
か
な

座
を
替
え
て
舞
狂
お
し
く
秋
神
楽

老
の
気
を
は
じ
き
飛
ば
し
て
天
高
く

雨
風
に
耐
え
た
案
山
子
が
姿
か
え

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
光
佗
び
し
き
過
疎
の
秋

冷
夏
過
ぎ
実
ら
ぬ
秋
や
農
き
び
し

枯
芦
や
釣
人
ず

っ
と
寡
黙
な
り

唖
然
と
す
又
風
倒
の
山
に
作

つ

ち

は
昔

ほ
ど
歩

か
な
く
な

り
ま

し
た

。

ま
た

、
欧

米

の
影

響

を
受

け

、
高

力

　

“

ロ
リ

ー

で
高

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
の
食

生

活

と
な

っ
て

い
ま

す

。
食

生

活

が

豊

か

に
な

り
、
生

活

が
楽

に
な

る
よ

う

に

工
夫

し

て
き

た

こ
と

が

、

か

え

っ
て
食

べ
過
ぎ

や

肥
満

、

運
動

不

足

を
招

い
て
、

人

々
を

糖

尿
病

に

し

て

い
る
と

い
う

の
は
皮

肉

な

こ
と

と

い

え

ま

す

。

出
し
、
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
に
取
り
込

ま
れ
や
す

い
よ
う
に
手
助
け
を
す
る

の
で
す
。

と

こ
ろ
が
、
何
ら
か

の
原
因
で
イ

ン
ス
リ

ン
が
出
な
か

っ
た
り
、
出
に

く
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。

こ
う
な
る

と
、
ブ
ド
ウ
糖
が
細
胞
に
吸
収
さ
れ

な

い
た
め
に
血
液
中
に
増
え
、
糖
が

慢
性
的
に
尿
に
出
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
。

こ
れ
が
糖
尿
病

で
す
。

わ

ら
な

い
生

活

を

一
生

送

る

こ
と

が

で
き

ま

す

。

む

し
ろ

″
一
病

息

災

〃
と

考

え

て
、

日
ご

ろ

の
生

活

習
慣

を

改

め

て
み

て

は

い
か

が

で
し

ょ
う

か
。
「糖

尿
病

は

習
慣
病

」

と

い
わ

れ

る

ぐ
ら

い
で
す

か
ら

…

…
。

∧

ヽ
'

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

松
野
　
笑
声

後
藤
　
チ

エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

森
　
　
政
隆

森

　

正
六

阿
部
タ
ツ
エ

本
田
　
初
雄

後
藤
や
よ
い
　
９

後
藤
あ
ら
し

題「根 子 岳」

2年

島田 洋美 さん

担当の清水純子先生がら…細がい筆のタッ

チを生がし＼色の工夫のできたおもしろい

作品に仕上がつています。秋のよく晴れた

空と、こ′でな色を組み合わせた表情豊かな

根子岳とがマッチしてい訳す。

題「自 画 像」

1年

宮岡 公徳 くん

●   ●

●   ●肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

卜
Ｆ
・
　

　

　

　

　

　

ｎ
リ

伺
ν
　

　

　

仁

「

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

高 森 中 学 校

担
当
の
増
永
智
入
先
生
が
ら
…
大
き
さ
や
色
づ
が

い
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
と
れ
て
お
り
、
髪
の
毛
や

顔
の
凹
凸
を
表
現
す
る
た
め
の
工
夫
が
見
ら
ね
ま

す
。



み
ん
な

の
ひ
ヽ
ー

|ざ

を

広 報係 へご連絡下 さい

15,21111

人
権
作
文

「
地
鳴
」
か
ら

「牛
の
か
た
き
う
ち
」
を
学
習
し
て

私
は
、
役
人
や
見
物
人
み
た
い

に
は
な
り
た
く
な
い
で
す
。
そ
う

い
う
私
も
、
自
分
の
知
ら
な
い
う

ち
に
役
人
や
見
物
人
み
た
い
な
差

別
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば

一
人
仲
間
は
ず
れ
に

な

っ
て
い
る
人
を
仲
間
に
入
れ
て

や
ら
ず
に
、
そ
の
人
の
悪
口
を
言

つ
て
い
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
今

度
か
ら
は
、
差
別
を
し
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
学
習
を
通
し
て
私
た
ち
二

年
生
は
、
お
互
い
を
尊
重
し
、
助

け
合
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
よ

り
良
い
ク
ラ
ス
づ
く
り
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な

が
こ
の
ク
ラ
ス
で
良
か

っ
た
と
思

え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

私
は
、
牛
は
わ
ざ
と
主
を
殺
し

た
ん
じ
や
な
い
の
に
、
死
刑
に
す

る
の
は
む
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

息
子
は
、
主
を
殺
し
た
牛
が
憎

い
け
れ
ど
、
生
活
し
て
い
く
に
は

牛
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
だ
か
ら
死
刑
と
聞
い
た
時
、

役
人
の
こ
と
を
憎
ら
し
い
と
思

っ

た
は
ず
で
す
。

役
人
は
息
子
の
こ
と
を
何
と
も

思

っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

息
子
の
こ
と
を
あ
わ
れ
と
思

っ
て

い
た
ら
、
牛
を
死
刑
に
し
た
り
す

る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
す
。
だ
け

ど
庄
屋
さ
ん
は
、
本
当
は
息
子
の

気
持
ち
が
わ
か

つ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

で
も
、
お
上
に
逆
ら
う
と
村
が

ひ
ど
い
目
に
あ
う
の
で
息
子
に
「お

上
の
申
さ
れ
る
通
り
に
…
」
と
言

っ
た
と
思
い
ま
す
。

見
物
人
は
勝
手
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
達
は
、
は
じ
め
牛
の
こ
と
を

さ
ん
ざ
ん
悪
く
言

っ
て
い
た
の
に
、

牛
が
突
き
殺
さ
れ
た
ら
か
わ
い
そ

う
と
か
言

っ
て
、
川
向
こ
う
の
村

の
者
の
悪
口
を
言

っ
た
か
ら
で
す
。

見
物
人
は
、
川
向
こ
う
の
村
の

者
の
気
持
ち
が
全
然
わ
か
ら
な
か

つ
た
し
、
わ
か
ろ
う
と
も
思

っ
て

い
な
か

つ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
川
向
こ
う
の
村
の
者
の
気

持
ち
が
少
し
で
も
わ
か

つ
て
い
た

な
ら
、
あ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
か

っ
た
は
ず
で
す
。
川
向
こ
う
の
村

の
人
た
ち
は
、
と

っ
て
も

つ
ら
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

高森東中学校3年

二子石 薫さん

●   ●

●   ●
①色見地区簡易水道水量拡張改良工事 1工区

(工期 平成 5年10月 1日 ～平成 6年 3月 10日 )

19,740,980円   同後 藤 建 設

②色見地区簡易水道水量拡張改良工事 2工区

(工期 平成 5年10月 1日 ～平成 6年 2月 28日 )

11,381,500円    際)日   向  ′屋

③色見地区簡易水道水量拡張改良工事 3工区

(工期 平成 5年10月 1日 ～平成 6年 3月 10日 )

37,595,000円   閉五 洋 工 業

④旭A団地建替えに伴 う実施設計委託

(工期 平成 5年 10月 25日 ～平成 6年 3月 25日 )

9,617,000円   閉太 宏 設 計

⑤下森・冬野線道路改良工事

(工期 平成 5年 10月 28日 ～平成 6年 3月 15日 )

9,100,000円    Ⅲ藤  本  組

⑥永野原 。下切線災害復旧工事

(工期 平成 5年 10月 28日 ～平成 6年 2月 28日 )

5,080,000円    筒石 原 建 設

⑦神原川線災害復旧工事

(工期 平成 5年 10月 28日 ～平成 6年 3月 15日 )

5,450,000円    同古 沢 建 設

③灰原 。芹回線災害復旧工事

(工期 平成 5年10月 28日 ～平成 6年 3月 15日 )

9,450,000円    開西 田 建 設

⑨大戸ノロ 。本河原線道路改良工事測量設計業務

委託 (平成 5年10月 27日 ～平成 6年 1月 25日 )

14,420,000円   (本囀旭 測 量 設 計

農
業
委
員
会
だ
よ
り

あ

っ
せ
ん
に
よ

つ
て
農
用
地

を
取
得
で
き
る
農
家

（農
業
生

産
法
人
を
含
む
）
は
、
農
業
に

よ

つ
て
自
立
し
よ
う
と
す
る
者

で
、
取
得
後
の
経
営
面
積
が
地

域
の
平
均
面
積
を
超
え
る
人
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
、

農
業
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
要

件
を

「あ

っ
せ
ん
基
準
」
と
し

て
定
め
て
お
り
、
こ
の
基
準
を

満
た
す
農
家
は
、
あ
ら
か
じ
め

「候
補
者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「あ

っ
せ
ん
」
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
は
、
以
前
、
紹
介
し
ま

し
た
農
用
地
利
用
増
進
法

（現

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
）

と
同
様
に
譲
渡
所
得
が
八
〇
〇

万
円
ま
で

（
一
般
は

一
〇
〇
万

円
）
特
別
控
除
さ
れ
、
更
に
登

録
免
許
税
、
不
動
産
取
得
税
等

の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

②
　
農
地
銀
行
活
動
事
業

農
業
委
員
会
の
施
行
す
る
農

地
銀
行
の
も
と
で
、
農
地
の
貸

借
の
促
進
、
担

い
手
農
家

へ
の

利
用
調
整

・
方
向
付
け
を

一
体

的
に
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
〈
農
地
銀
行
本
店
活
動
〉

農
地
流
動
化
推
進
員

（農
業

委
員
）
の
報
告
等
に
よ
り
農
家

の
意
向
、
流
動
化
の
対
象
と
な

る
農
地
や
担
い
手
の
実
態
を

一

元
的
に
把
握
し
、
そ
の
情
報
を

整
理

・
集
約
し
ま
す
。
そ
の
情

報
を
も
と
に
税
金
、
年
金
等
の

関
係
も
含
め
て
チ

ェ
ッ
ク
し
、

貸
借
等
の
方
向
付
け
を
行
い
ま

す
。
〈
農
地
銀
行
支
店
活
動
〉

農
地
流
動
化
推
進
員

（農
業

委
員
）
が
農
地
銀
行
の
支
店
と

し
て
の
相
談
窓

口
と
な

っ
て
お

り
、
流
動
化
の
Ｐ
Ｒ
、
農
用
地

の
出
し
手
農
家
、
受
け
手
農
家

の
意
向
の
把
握
並
び
に
掘
り
起

こ
し
等
を
行
い
、
利
用
権
設
定

へ
結
び

つ
け
る
活
動
を
行
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、
土
地
を
借
り

受
け
た
い
、
貸
し
た
い
等
の
希

望
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
農

業
委
員
も
し
く
は
農
業
委
員
会

（②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

へ
ご
連
絡
下

さ

い
。

(4)

今
回
は
、
農
地
の
貸
し
借
り

。
売
買
の
支
援
策
と
特
典
に
つ

い
て
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り

・
売
買
を
推

進
す
る
た
め
に
様
々
な
事
業
が

設
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
税

金

・
資
金
な
ど
の

特
典
も
色
々
あ
り

ま
す
。

０
　
農
地
移
動
適

正
化
あ

っ
せ
ん

事
業
農
業
委
員
会
が

農
地
を

「得
り
た

い
」
「貸
し
た
い
」

「借
り
た
い
」
「交

換
し
た
い
」
と
い

う
農
家
の
間
に
立

っ
て
あ

っ
せ
ん
を
し
、
規
模
拡

大
等
に
手
助
け
す
る
と
い
う
事

業
で
す
。

あ

っ
せ
ん
事
業
の
対
象
と
な

る
土
地
は
、
農
用
地
区
域
内
に

あ
る
農
地
、
採
草
放
牧
地
、
農

業
用
施
設
用
地
、
未
墾
地
で
す
。

モ
ン
タ
ナ
便
り
　
　
　
一日
□
鳳
界
降
エ
ロ
一

ま
る
で
数
年
来
の
友
人
の
よ
う
②

後

藤

正

三

自
分
達
が
外
国
人
で
あ
る
こ
と

を
頭
で
理
解
で
き
て
も
、
体
で

感
じ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な

も
の
で
あ
る
。

自
分
自
身
が
外
国
人
で
あ
る

と
思

っ
た
瞬
間
、
周
囲
の
状
況
、

周
囲
の
人
々
の
動
向
が
非
常
に

気
に
な

っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

相
手
の
人
々
は
、
私
達
が
英
語

が
理
解
で
き
よ
う
と
で
き
ま
い

と
、
こ
ち
ら
の
状
況
に
関
係
な

く
平
然
と
話
し
か
け
て
く
る
。

ま
さ
に
数
年
来
の
友
人
の
よ
う

な
振
る
ま
い
で
あ
る
。

彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
私
達

が
外
国
人
だ
と
い
う
こ
と
は
間

題
で
な
く
、
友
好
関
係
に
あ
る

人
で
あ
れ
ば
何
人
で
あ
ろ
う
と
、

暖
か
く
出
迎
え
て
く
れ
る
よ
う

だ
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
人
気
質

か
と
思
い
つ
つ
…
車
は
ホ
テ
ル

ヘ
到
着
し
た
。

外
国
人

。
本
国
人
と
考
え
る

こ
と
自
体
が
ア
メ
リ
カ
で
は
必

要
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

八
月

一
日
午
後
十

一
時
、
私

と
家
族
で
の
第

一
歩
の
ア
メ
リ

カ
で
あ
る
。
事
前
に
ア
メ
リ
カ

側
よ
り
出
迎
え
に
来
て
く
れ
る

と
は
聞
い
て
い
た
が
、
私
と
妻

は
不
安
の
第

一
歩
で
あ

っ
た
。

お
そ
る
お
そ
る
空
港

へ
降
り

て
み
る
と

一
安
心
。
顔
見
知
り

の
人
々
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ

て
お
り
、
そ
の
人
々
と
挨
拶
を

交
わ
し
て
い
る
と
、
空
港
中
に

響
き
渡
る
よ
う
な
声
で

「わ
―

外
国
人
が
い
っ
ぱ
い
」
と
、
二

男
の

一
言
で
あ
る
。
二
男
か
ら

し
て
み
れ
ば
日
本
人
以
外
が
外

国
人
で
あ

っ
て
、
自
分
自
身
が

今
は
外
国
人
で
あ
る
と
は
思

っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

よ
く
見
渡
せ
ば
事
実
で
あ
り
、

こ
れ
が
私
達
の
第

一
印
象
で
あ

る
。
誰
か
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「ア
メ
リ
カ
は
小
さ

い
子
供
で

も
流
暢
な
英
語
を
話
す
」
と
、

つ
い
感
心
を
し
て
し
ま
い
そ
う

な
錯
覚
に
お
ち
い
る
。
実
際
、

本L
十

/ヽ

(8)
(5)

果玄士
′l「`■



畿 鍮

町
の
話

話題がありま

したら、お知

らせください。

総務課

広報統計係

(8② llll)

風
薫
る
芸
術
の
秋
を
満
喫

第

三

回

高

森

町

大

阿

蘇

絵

画

展

第
二
回
目
を
迎
え
た
高
森
町
大

阿
蘇
絵
画
展
が
十
月
十
六
日
か
ら

二
十

一
日
の
六
日
間
、
林
業
総
合

長
野
県
高
森
町
か
ら

青
年
研
修
一
行
が
来
町

長
野
県
高
森
町
の
青
年
国
内
研

修

一
行
が
十
月
八
日
、
本
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
研
修
生
十
四
名

・
事
務
局
六
名
。
長
野
県
高
森
町

で
は
、
町
内
在
住
者
か
町
内
に
勤

め
て
い
る
、
未
婚
の
青
年
を
対
象

に
毎
年
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
青
年
団
な
ど
の
青
年
団

体
が
崩
壊
状
態
寸
前
だ
と
い
う
こ

と
で
、
青
年
活
動
が
活
発
な
と
こ

ろ
を
選
ん
で
研
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
休
暇
村
で
商
工
会
青
年
部

と
交
流
を
行

っ
た
後
、
翌
日
は
、

高
森
駅
の
中
に
あ
る

「Ｃ
Ａ
Ｎ
森

の
風
」
を
祝
察
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

文
化
の
薫
り
高

い
町
づ
く
り
事

業
の

一
環
と
し
て
開
催
し
て
い
る

絵
画
展
は
、
平
成

二
年
に
開
か
れ
た

四
回
県
民
文
化

「阿
蘇
」
を
契

と
し
て
、
毎
年

っ
て
い
る
も
の

す
。
今
年
は
県
内
各

か
ら
阿
蘇
を
題

一と
し
た
洋
画

・

本
画

。
版
画
等

力
作
百
五
十
九

（百
十
二
人
）

の
応
募
が
あ
り
、

厳
正
な
審
査
の
結

果
、
特
選
三
点
、

入
賞
十
点
、
入
選

●

休暇村で行われた交流会

凧あげを楽しむ児童

六
十
八
点
の
合
計
八
十

一
点
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

特
選
に
は
、
長
洲
町

。
な
が
お

く
に
こ
さ
ん
の

『
み
な
み
阿
蘇
の

回
想
②
』
、
熊
本
市

・
酒
井
寿
夫
さ

ん
の
『
阿
蘇
の
印
象
』
、
熊
本
市

・

有
働
則
治
さ
ん
の

『
阿
蘇
の
詩
』

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
賞

（招
待
）
を
高

森

・
昭
和
の
岩
下
昭
生
さ
ん
、
熊

本
市
の
松
浦
桂
子
さ
ん
、
熊
本
市

の
士
野
精
二
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

特
選
の

「阿
蘇
の
詩
」

期間中約720人が訪れた絵画展

点 の 日 材 地  で 行 機 祭 第

特選の「みなみ阿蘇の回想②」

●

●   ●

南部さん(中央)が出席して行われた除幕式

花
の
栽
培
を
通
じ
て
人
権
の
大
切
さ
を
学
ば
う

平
成
五
年
度

「人
権
の
花
」
運
動
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
行
事
が
十
月
二
十
二
日
、
草
部
北

部
小
学
校

（宮
本
哲
朗
校
長
二
十
二
人
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
の

一
環
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に
熊
本

地
方
法
務
局
と
熊
本
県
人
権
擁
護
委
員
会
連

合
会
が
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
児
童
ら
が
花

を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な
で
協
力

し
花
を
思
い
や
る
心
な
ど
を
通
じ
て
、
人
権

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

草
北
小
学
校
で

「
人
権

の
花
」
運
動

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
南
部
忠
平
さ
ん
が
出
席
し
て

高
森
中
学
校
体
育
館
玄
関
の
壁
に
取
り
付

け
ら
れ
た
、
南
部
忠
平
さ
ん

（８９
歳
）
の
足

型
リ
リ
ー
フ
の
除
幕
式
が
十
月
十
三
日
、
同

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
校
生
徒
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
除
幕
式

で
は
、
県
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
の
井

上
矩
康
理
事
長
か
ら
南
部
さ
ん
の
紹
介
が
あ

り
、
今
村
町
長
ら
と

一
緒
に
足
跡
リ
リ
ー
フ

の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

南
部
さ
ん
は
、　
一
九
三
二
年

ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
で
開
か
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
三
段
跳
び

足
型

リ
リ
ー

フ
の
除
幕

式

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を

高
森
寮
で
福
祉
ま
つ
り

恒
例
と
な

っ
た
高
森
寮
福
祉
ま

つ
り
が
十
月
十
日
、
精
薄
施
設
『高

森
寮
』
で
開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
特
に
将
来
地
域
福
祉

を
支
え
る
子
供
達
と
交
流
を
深
め
、

間
近
に
接
し
触
れ
合
う
こ
と
に
よ

り
、
障
害
に
対
す
る
理
解
を
持

っ

て
も
ら
お
う
と
、
高
森
寮
が
開
い

て
い
る
も
の
で
今
年
で
四
回
目
に

な
り
ま
す
。

会
場
に
は
地
域
住
民
な
ど
約
千

人
が
来
場
。
熊
本
の
劇
団

「カ
ス

ペ
ル
」
の
人
形
劇
や
婦
人
会
、
商

工
会
青
年
部
、
高
森
中
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
バ
ザ
ー
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

で
出
場
、
十
五
＝
七
十
九
の
記
録
で
金
メ
ダ

ル
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会

長
を
務
め
る
南
部
さ
ん
は
、
平
成
二
年
十

一

月
に
行
わ
れ
た
第
四
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル

フ
の
会
場
と
な

っ
た
本
町
を
訪
れ
た
際
、
足

型
の
石
こ
う
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。
完
成
し

た
足
型
リ
リ
ー
フ
は
、
体
育
館
玄
関
の
壁
に

取
り
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
南
部
さ
ん
夫
婦

が
出
席
し
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

特
選
の

阿
蘇
の
印
象

の
で
す
。

ま
ず
集
会
で
は
、
児
童
ら
が
栽
培
し
た
コ

ス
モ
ス
や
サ
ル
ビ
ア

・
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
様

子
を
、
作
文
や
紙
芝
居
に
し
て
、
「仲
間
を
大

切
に
し
て
、
楽
し
い
学
校
に
し
た
い
」
と
、

各
学
年
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
人
権
の
標
語
を
書
い
た
手
作
り

の
凧
を
運
動
場
に
持
ち
寄
り
、
秋
晴
れ
の
な

か
児
童
や
先
生
ら
全
員
で
凧
あ
げ
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

大勢の人でにぎわった福祉まつり会場

(6)(7)
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